	結核への対応―――――――――――――――――――――――――――
　日本の結核の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①若者の結核にも要注意→若い世代の集団感染が問題に

②働き盛り世代の発見が遅れがち

③外国人の割合が拡大している→開発途上国からの入国する者の結核が増えている

④感染者が高齢化

⑤地域格差がある→大都市部に集中している

⑥糖尿病患者の感染率が高い→感染すると命取りになる

　スタッフに結核感染が疑われる場合の対応　　　　　　　　　　　　　　　　
結核感染の可能性を疑う状況

①利用者が「結核」と診断された場合

②スタッフに咳・痰・微熱などの症状がある場合

　
受診　とにかく医療機関を受診すること
　
＜結核感染している場合＞

①医師から、次のような内容について指示・指導を受けること

●治療方法　●入院の必要性の有無　●安静度

　　●仕事の継続（訪問することと、事務所での仕事）

　　●休暇の必要性　
②保健所への連絡の確認

　　原則、受診した医療機関が行うと思われるが、管理責任者は意識して
連絡確認すること
③他の利用者・スタッフへの感染を防ぐ対策を立てること

　
　利用者が結核の場合の対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主治医の診断と治療方針に従うこと、基本は入院

●利用者が結核の場合、主治医の診断と治療方針に従う。基本的に、

　　その方は入院となることが多い

●必ず保健所に届け出て、その指示に従う

●スタッフは自分に結核が感染してしまうのではないか、とむやみに恐れ
てはいけない。結核に感染していても排菌がなければ、他者への感染の

危険はないことを知っておこう

●主治医からきちんと情報を得る。利用者が退院後、適切に対応するため

　　にも正確な情報を得る

●結核の程度　●治療内容　●排菌状況　●安静度　
●日常生活上の留意点について　
　　


